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編  集  後  記

　朝夕の風に秋の深まりを感じる季節となりました。今号では、7月から9月にかけての各施設の行事や日々の様子をご紹介し
ています。写真を見返しながら、皆様と過ごしたひとときや、その時の皆様の笑顔が思い浮かびました。紙面を通して、季節
を楽しむ姿や施設のあたたかな雰囲気を感じていただけましたら幸いです。これからも、入居者様・利用者様の日々の暮らし
や笑顔を、皆様にお届けしてまいります。季節の変わり目ですので、皆様もどうぞお体に気をつけてお過ごしください。
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盲養護老人ホーム

優・悠・邑　和（ゆう・ゆう・ゆう　なごみ）

東海北陸ブロック老人福祉施設研究大会「岐阜大会」❷

　翌31日は「2040年を見据えた」を共通テーマに、6つの分科会が開催されました。介護、施設経営、人材確保・
定着、生産性向上、在宅サービス、養護・軽費・ケアハウスと、それぞれの分野に分かれて実践研究発表や意見交
換が行われました。和の職員2名が養護・軽費・ケアハウスの分科会で「視覚障害者様の見えない不安に寄り添う
認知症ケア」と題して研究発表を行い、最優秀賞をいただきました。今後の大きな励みとなりました。各事業所
の実践事例を知る貴重な機会となり、今後の取り組みを考えるうえで多くの学びを得る大会となりました。
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デイサービスセンター

関ケ原関ケ原

トピックストピックス 流しそうめん 8月4.5.7日

高野山 静慈圓様 訪問 ８月20日

　夏の風物詩、流しそうめんを行いました。初めて体験する方も
みえました。さっぱりとしたそうめん、暑い時には、別腹ですね。
皆様楽しんで、流れてくるそうめんをすくい、美味しく
いただいてみえました。ご馳走様でした。

　クラウンアキオショーを開催しました。 
玉乗りやバルーンアートなど、次々と披露
される技に、会場からは驚きの声や笑い声
が上がりました。ショーの後には各フロア
も回っていただき、入居者・利用者の皆様
に楽しいひとときを過ごしていただきま
した。

敬老月間　落語

　笑福亭伯枝師匠による落語が披露されました。秋の
歌を皆様と一緒に歌って落語も披露してもらい、職員
も高座にあがりうどんを食べるしぐさをレクチャーし
てもらいながら皆様のまえで披露して、笑顔と笑いの
たえない時間を過ごしていただきました。伯枝師匠あ
りがとうございました。

　滋賀信行会の皆様、来賓の方々に
参加していただき千巻経行いました。
 入居者・利用者様参加された皆様それぞれの思いをもちな
がら般若心経を一生懸命に21回唱えてみえました。理事長
に最後に話をしていただき、一つひとつの思い出を刻みよ
りよい施設になっていくように職員一同協力していきたい
です。

　この夏も昨年に引き続き、いや昨年よりも暑い暑い夏でした。そんな暑い夏で
も利用者の皆さんは、元気いっぱい。毎年恒例の「流しそうめん」では、流れるそう
めんを逃すまいと、必死になって追いかける姿も見られ、つかの間の「涼」を味
わって頂きました。また、職員も琴のような楽器「ポップコーン」の練習を重ね、地
域のお祭りに参加したり、施設内行事の前座で毎回演奏して、腕を磨いています。

　本部施設に静慈圓様が訪問していただき、お参りしてい
ただきました。
　毎年8月20日に時間を作っていただいて、きていただけ
ることに感謝です。

　9月の敬老月間が始まりました。初日には、各フロアで
趣向を凝らした衣装に着替え、ファッションショーを開催
しました。水戸黄門、シンデレラ、炭坑節（お祭り）をそれぞ
れのテーマに、職員が衣装をまとって登場しました。特別
ゲストとして、理事長は月光仮面、施設長は「よっちゃん」
に扮して参加し、会場を盛り上げました。
　ネパールとインドネシア出身の職員によるダンスも披
露され、最後は皆様も一緒に踊りました。入居者の皆様の
笑顔があふれる、敬老月間の楽しい幕開けとなりました。

月下美人  

　毎年夏になると、施設で育てている月下美人が花を咲か
せます。夜に咲く花のため、つぼみが膨らみ始めると、入居
者の皆様も開花を楽しみに見守っておられます。
　今年もたくさんの花が咲き、フロアにはほのかな香りが
漂いました。美しい花と香りに包まれ、心安らぐひととき
となりました。
　来年もたくさんの花が
咲きますように。

敬老月間 ９月１日　ファッションショー

９月11日　クラウンアキオショー

９月15日　落語
敬老月間　落語

９月 22日　千巻経
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和 合和 合和 合和 合

トピックストピックス 職員研修を行いました 7月10日

和合新町ふれあい盆踊り大会に参加しました 8月8日

ひまわり畑へお出かけしました 8月11.13.14日

敬老月間特別食でうなぎを食べました 8月7日

　ご遺族の皆様には久しぶりに施設へお越しいただき、これま
で施設で過ごされた方の思い出を振り返りながら、穏やかな時
間を過ごしていただきました。また、家族会の皆様、入居者の皆
様も一緒に手を合わせ供養されました。
　皆様の温かいお気持ちに支えられ、無事に供養祭を執り行う
ことができました。これからも、ご家族や地域の皆様とのつな
がりを大切にしながら、入居者の皆様に寄り添った支援を続け
てまいります。
　ご参加いただきました皆様、ありがとうございました。

　9月15日は「老人の日」、また、9月15日から21日までの1週間は「老人
週間」とされ、全国各地で高齢者の皆様を敬い、長寿をお祝いするさまざ
まな行事が行われています。当施設では、9月15日の「老人の日」を含む1

か月間を敬老月間とし、毎週1回以上のイベントを開催します。期間中は大道芸や落語、歌やレクリ
エーション、交流会など、皆様に楽しんでいただける企画を通して、日頃の感謝の気持ちをお伝えす
るとともに笑顔で楽しい時間を過ごしていただける機会をつくっていきます。

　生活向上委員会の取り組みとして、本物のレモンを浮かべた「レモン湯」を行いました。
　湯船に浮かぶレモンを見て、「レモンの湯は初めてだわ」「きれいな色やね」と、皆様興味
津々。レモンの爽やかな香りと、湯船に広がるきれいな色を眺めながら、いつもとはひと味違うお風呂の時間を
楽しんでいただきました。「気持ちよかった」「またやってほしい」と笑顔も見られ、心も身体もリフレッシュでき
たひとときとなりました。

　毎年恒例になりつつある流しそうめんを行いました。
　職員が準備した竹の流し台にそうめんを流すと、入居者の皆様は「来た
来た！」と楽しそうに箸を伸ばし、上手にすくって召し上がっていました。
そうめんだけでなく、ぶどうやトマトも流れ、皆様一生懸命に狙いを定め
てすくっていました。
　「たくさん取れたよ」「おいしいね」と笑顔で話される姿も見られ、会場は
明るく和やかな雰囲気に包まれました。
　暑い夏の日に、そうめんの涼しさと、みんなで一緒に楽しむひとときを
味わうことができました。

　和合新町から依頼を受け今年も参加しました。地域の皆様と交流する機会を持つことが
でき、地域の方々とのふれあいや会話を通して、温かいつながりを感じるひとときとなり
ました。
　私たちの施設も地域の一員として、これからも地域の皆様との交流を大切にし、さまざ
まな活動を通して地域に貢献していきたいと考えています。
　これからも「地域に開かれた施設」を目指し地域とのつながりを深めてまいります。

供養祭を行いました 7月13日

　より良い介護サービスの提供を目指し、職員研修を行
いました。今回は、紙おむつメーカーの担当者様にお越し
いただき、紙おむつの正しい装着方法について研修を受
けました。実際に装着方法を確認しながら、入居者様一人
ひとりの身体に合わせた当て方や、漏れや不快感を防ぐ
ためのポイントについて学びました。
　また、機能訓練指導員による「ポジショニング」の研修
も行いました。身体の状態に合わせた姿勢の整え方や、安
楽に過ごしていただくためのクッションの使い方など、
実践を交えながら学びました。

　晴天の中、大垣市平町のひまわり畑へ外出しました。青空の下、一面に広
がるたくさんのひまわりがきれいに咲いており、皆様思わず笑顔に。暑さを
感じながらも、季節を感じる楽しいひとときを過ごしました。
　ひまわりを見ながら「きれいだね」「たくさん咲いているね」と会話も弾
み、ゆっくり眺めたりとそれぞれに楽しまれていました。
　視覚に障がいのある入居者様も、職員と一緒にひ
まわりに触れ、花びらや葉の感触を手で確かめなが
ら、季節の花を楽しまれました。見ることだけでは
なく、触れることでひまわりの大きさや感触を感じ
ていただくことができました。

　入居者の皆様に季節の食事を楽しんでいただけるよう、年4回「特別食」をご用意し
ています。今回は、皆様が楽しみにされている「うなぎ」をご用意しました。香ばしく焼
き上げられたうなぎが並ぶと、「今日は告知していたうなぎだね」「おいしそう！」と、
皆様の嬉しそうな声が聞こえてきました。
　ふっくらとしたうなぎを味わいながら、普段とは少し違った特別な昼食を
楽しまれ、笑顔いっぱいの食事の時間となりました。
　これからも、入居者の皆様に食事を通して季節を感じていただき、楽しみ
のひとつとなるような特別食を提供してまいります。

流しそうめん 8月29～30日

９月 2 ～ 4 日　レモン湯

　天候が心配されていましたが、なんと秋祭り当日
だけ雨が上がり、無事に開催することができまし
た！ お天気にも恵まれ、皆様の笑顔があふれる一日
となりました。ご来場いただいた地域の皆様、来賓の
皆様、ご協力いただいた皆様に心より感謝申し上げ
ます。
　これからも地域とのつながりを大切に、皆様に楽
しんでいただける行事を開催してまいります。

９月 12 日　秋祭りを開催しました！

　毎年敬老月間ではおなじみの笑福亭伯枝師匠の落語会を開催させていただきました。前日の関ケ原、この日の午前、和に続いて行
われました。巧みな話術と表情豊かな語りに、会場は終始笑いに包まれました。

９月 16 日　笑福亭伯枝師匠 落語会
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流しそうめん 8月29～30日

９月 2 ～ 4 日　レモン湯

　天候が心配されていましたが、なんと秋祭り当日
だけ雨が上がり、無事に開催することができまし
た！ お天気にも恵まれ、皆様の笑顔があふれる一日
となりました。ご来場いただいた地域の皆様、来賓の
皆様、ご協力いただいた皆様に心より感謝申し上げ
ます。
　これからも地域とのつながりを大切に、皆様に楽
しんでいただける行事を開催してまいります。

９月 12 日　秋祭りを開催しました！

　毎年敬老月間ではおなじみの笑福亭伯枝師匠の落語会を開催させていただきました。前日の関ケ原、この日の午前、和に続いて行
われました。巧みな話術と表情豊かな語りに、会場は終始笑いに包まれました。

９月 16 日　笑福亭伯枝師匠 落語会
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東海北陸ブロック老人福祉施設研究大会「岐阜大会」❶

トピックストピックス スイカ 8月5日

地蔵盆 8月24日

敬老月間

　日頃よりお世話になっている業者の方から、大
きく立派なスイカをいただきました。皆様にお披
露目すると、その大きさに驚かれ、「立派だね」「お
いしそう」といった声も聞かれました。食べやすい
大きさに切り分け、おやつの時間に召し上がって
いただきました。みずみずしく甘いスイカを味わ
いながら、皆様の笑顔が広がり、夏ならではの楽し
いひとときとなりました。

　9月は杉和会では「敬老月間」として、入所者の皆様に喜んでいただけるさまざまな企画を行いました。

　7月30日、岐阜市のじゅうろくプラザにて開催されました。開会に先立ち、岐阜聖徳学園高校和太鼓部による
力強い演奏が披露され、会場は大きな拍手に包まれました。その後、大会式典では来賓祝辞や感謝状授与が行わ
れ、続いて基調報告が行われました。記念講演では和田秀樹氏が登壇し、高齢社会を取り巻くさまざまな課題に
ついて講演されました。東海北陸各県から多くの関係者が集い、今後の高齢者福祉について考える有意義な1日
となりました。

認知症カフェ 9月8日 　和では地域との交流を大切にしたい、地域に貢献したいという意味から
認知症カフェに力を入れています。毎月行っていますが、9月は「音楽リト
ミック」と題して、講師の先生2名をお招きしました。音楽リトミックと
は、音楽やリズムに合わせて体を動かし、心身への刺激や表現を楽しんで
いただくものです。懐かしい歌やイントロクイズなど、多彩なプログラム
を楽しんでいただきました。なじみのある曲を口ずさんだり、曲名を考え
たり、リズムに合わせて体を動かしたりと、大いに盛り上がりました。歌
う・聴く・動く楽しさを感じるひとときとなりました。

　施設の敷地内にあるお地蔵様のもとで、今年も地蔵盆を行いました。
お菓子や飲み物をお供えし、日頃の感謝と入所者の皆様の健康を願い
ながら、静かに手を合わせました。開設して6年目の施設ではあります
が、昔から親しまれてきた地蔵盆という行事を大切にしながら、皆様と
心穏やかな時間を過ごしました。これからも、こうした行事を通して皆
様に安心して過ごしていただける時間を大切にしていきます。

　毎年恒例となっている笑福亭伯枝師匠の落語会を、今年も3施設で開催しました。軽快な語り口とユーモアあふれる話に、会場
からは何度も笑い声が聞かれ、和やかで楽しい時間となりました。

笑福亭伯枝師匠落語（9月16日午前）

　入所者の皆様と一緒に、関ケ原古戦場記念館
へ出かけました。館内では展示品に触れたり、展
望室から関ケ原の景色を眺めたりして、歴史に
親しみました。武将のパネルと並んで記念撮影
をするなど、皆様それぞれのペースで見学を楽
しまれました。施設の外で過ごす時間は、気分転
換にもなったご様子。思い出に残る外出となり
ました。

外出支援（9月11日、24日）

　この日の昼食は特別食として、お寿司屋さんにお願いした
海鮮丼をご用意しました。種類の異なる海鮮丼が並び、普段
とは少し違う食事に、皆様の表情も自然と笑顔になっていき
ました。彩り豊かな海鮮丼を前に、食堂には自然と会話が広
がります。お寿司屋さんの味を、皆様でゆっくりと楽しみな
がら召し上がっていただきました。

特別食（9月24日）

1日目
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〒503-1543　岐阜県不破郡関ケ原町大字今須 782-1
TEL　 0584-43-3155（代）     0584-43-3157（えりかの里）
FAX　0584-43-3156
Mail　yu-yu-yu@viola.ocn.ne.jp

〒503-0005　岐阜県大垣市和合本町 2 丁目 114-1
TEL　 0584-73-6110
FAX　0584-73-6112
Mail　yu-yu-yu-wago@sugiwakai.jp

〒503-2103　岐阜県不破郡垂井町梅谷 621-1
TEL　 0584-22-3780
FAX　0584-22-3782
Mail　mouyougo@sugiwakai.jp

編  集  後  記

　朝夕の風に秋の深まりを感じる季節となりました。今号では、7月から9月にかけての各施設の行事や日々の様子をご紹介し
ています。写真を見返しながら、皆様と過ごしたひとときや、その時の皆様の笑顔が思い浮かびました。紙面を通して、季節
を楽しむ姿や施設のあたたかな雰囲気を感じていただけましたら幸いです。これからも、入居者様・利用者様の日々の暮らし
や笑顔を、皆様にお届けしてまいります。季節の変わり目ですので、皆様もどうぞお体に気をつけてお過ごしください。

ゆう　2026 秋号　令和 8年 10月 15日発行　発行 /社会福祉法人杉和会　URL　https://www.sugiwakai.jp

定員 特養（従来型）50人／特養（ユニット型）40人／ショートステイ（従来型）20人／
デイサービス18人

定員 特養（従来型）90人／ショートステイ（従来型）8名

定員 40人

～インフォメーション～
社会福祉法人杉和会
特別養護老人ホーム

優・悠・邑（ゆう・ゆう・ゆう）

地域密着型通所介護
デイサービスセンター

えりかの里

特別養護老人ホーム

優・悠・邑　和合（ゆう・ゆう・ゆう　わごう）

盲養護老人ホーム

優・悠・邑　和（ゆう・ゆう・ゆう　なごみ）

東海北陸ブロック老人福祉施設研究大会「岐阜大会」❷

　翌31日は「2040年を見据えた」を共通テーマに、6つの分科会が開催されました。介護、施設経営、人材確保・
定着、生産性向上、在宅サービス、養護・軽費・ケアハウスと、それぞれの分野に分かれて実践研究発表や意見交
換が行われました。和の職員2名が養護・軽費・ケアハウスの分科会で「視覚障害者様の見えない不安に寄り添う
認知症ケア」と題して研究発表を行い、最優秀賞をいただきました。今後の大きな励みとなりました。各事業所
の実践事例を知る貴重な機会となり、今後の取り組みを考えるうえで多くの学びを得る大会となりました。

2日目
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